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皆
様
に
は
、
新
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
は
日
本
列
島
各
地
で
大
災
害
が

発
生
し
、
尊
い
命
や
財
産
を
な
く
し
て
い

ま
す
。
災
害
は
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
え
る

現
状
で
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
を
第
一
に
心
が
け
る
と
共
に
、
一
人

暮
ら
し
の
老
人
や
弱
者
の
方
々
に
も
常

日
頃
よ
り
目
を
配
り
地
域
で
の
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
玖
珠
地
区

で
も
防
災
士
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
74

名

と
多
く
の
方
々
が
防
災
士
の
資
格
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
を
ど
う
防
ぐ
か
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
等
の
問

題
も
生
じ
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

に
も
難
し
い
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
ま 

     

す
。
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ

テ
ィ
行
事
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
今
年
も
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
テ
ー

マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
、
役
員
一
同
と
共
に

努
力
を
続
け
る
決
意
で
す
。
ど
う
か
今
年

も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

  

玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

日
隈 

久
美
男 
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第 13回 

く
す
ふ
れ
愛
だ
よ
り 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
各
種
行
事
や
地
域
活
動
に
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
防
災
士
会
の
設
立
準
備
会
で
協
議

を
重
ね
、
防
災
士
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
11

月
に
「
玖
珠
地
区
防
災
士
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
防
災
士
の
方
々
と
と
も
に
地
域

防
災
の
意
識
向
上
や
災
害
時
の
避
難
誘
導
な

ど
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
住

民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
や
そ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
話
し
合
っ

た
「
玖
珠
町
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
は

本
年
３
月
に
策
定
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

近
年
は
日
本
全
国
各
地
で
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
玖
珠
町
で
災
害
が
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
つ
な

が
り
も
希
薄
に
な
っ
て
お
り
、
各
自
治
区
住
民 

 

   

の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
自
助
」・

「
共
助
」
・「
公
助
」
と
い
う
三
つ
の
「
助
」

を
理
解
し
、
自
治
区
住
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ

れ
家
庭
や
自
治
区
の
中
で
、
お
互
い
に
理
解

し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
と
も
に
支
え
あ
い
助
け
あ
う

地
域
社
会
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
あ

ふ
れ
、
安
心
安
全
な
1

年
と
成
り
ま
す
よ

う
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

  

玖
珠
地
区
自
治
委
員
会 

 
 
 
 
 

会
長 

小
幡 

弘 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
年
あ
け
ま
し
て 

謹
ん
で 新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 
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12

月
5

日
（
木
）
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役

員
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
女
性
部
合
同
で
福

岡
県
の
朝
倉
郡
に
属
し
て
い
る
東
峰
村
へ

研
修
に
行
き
ま
し
た
。 

 

7

月
5

日
に
発
生
し
た
大
水
害
で
、
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
し
ま
っ
た
東
峰
村

の
宝
珠
山
地
区
は
、
山
は
崩
れ
、
田
ん
ぼ
は

埋
ま
り
、
家
は
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
7

月
5

日
～
6

日
の
た
っ
た
2

日
間
で
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。 

 

東
峰
村
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
の
方
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
し
な
が
ら
被

災
場
所
を
説
明
し

て
下
さ
り
、
ま
だ

ま
だ
工
事
個
所
も

多
く
見
ら
れ
ま
し

た
が
皆
様
の
努
力
に
よ
り
徐
々
に
復
興
し

て
い
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

玖
珠
町
も
地
形
が
東
峰
村
に
よ
く
似
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
自
主
防
災
組
織
育
成
・

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
・
防
災
訓
練

な
ど
を
実
施
し
、
災
害
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
今
年
度
玖
珠

地
区
防
災
士
会
を
設
立
し
ま
し
た
の
で
行

政
・
自
治
委
員
・
防
災
士
・
各
団
体
等
で
協

力
し
て
災
害
に
対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

   

 

今
年
も
、
玖
珠
自
治
会
館
の
玄
関
に
門

松
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。 

 

塚
脇
老
友
ク
ラ
ブ
（
竹
下
博
文
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
今
年
で

27

年
目
と
な
り
ま
す
。 

 

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
高
齢
化
が
す
す

み
、
「
い
つ
ま
で
で
き
る
か
な
ぁ
…
」
と
不

安
の
声
も
漏
れ
る
中
、
12

月
5

日
の
竹

取
り
、
そ
し
て
12

月
9

日
の
朝
か
ら

1

日
が
か

り
で
立
派
な

門
松
が
完
成

し
ま
し
た
。 

 

自
治
会
館

の
前
を
通
る

方
か
ら
も

「
彩
り
が
き

れ
い
」
、「
立

派
な
門
松

だ
」
と
好
評

で
す
。 

塚
脇
老
友
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

                                 

                                  

干支（ねずみ・子）の置き物づくりをしました 

12月 15日（日）に玖珠地区青少年健全育成協主催の工作教室が開催されました。子供 26名（小・幼）

と支援者 37名（協力隊・保護者・おやじの会・その他関係者）合わせて 63名の参加で、新年の干支（ねず

み・子）の置き物を作りました。 

 素材は直径 2～3cm、長さ約 10cmに切ったシャラの木の枝でした。完成までの 10の作業手順について説

明がありましたが、渡された部品セットでは、刃物を使う「切る→削る→穴をあける」の工程まで進んでい

て、当日は「磨く→ボンドで耳・目・尻尾をつける→着色する」の活動で安全に早く仕上げることができま

した。終わった後、おやじの会の皆さん方が作ってくれたカレーをいただきました。 

 ウシ（牛・丑）からスタートした「干支の置き物シリーズ」も今回ねずみの第 12作目で一巡となりまし

た。これまでの作品の一部は、現在玖珠自治会館に展示してあります。 

 多産のネズミにあやかって、今年が実り多い豊饒の年になるよう願っています。 

竹の採集から門松の作成までお疲れ様でした！ 

東
峰
村
に
視
察
研
修 

親
子
で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た 

か
わ
い
い
ネ
ズ
ミ
が
で
き
ま
し
た 

自
治
会
館
に
も 

お
正
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た 

説明をうける役員一同 
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バードウォッチング＆自然観察会 

主催：玖珠地区青少年育成協議会 

共催：きりかぶみどりの少年団 

〇日時 2020年 1月 11日（土曜日） 

10時 00分開会～11時 30分終了予定 

〇観察場所 玖珠川沿い（協心橋下流及び下泊里橋上） 

〇参加対象 小学生以上 

〇集合場所 玖珠振興局うらの大駐車場 

9時 45分までに集まってください 

〇指導員 大分県野鳥の会会員、振興局のスタッフの方々 

〇持参物 筆記用具 

     双眼鏡を持っている方は、ご持参ください 

〇申し込み期限 1月 9日（木） 

〇申し込み先 くすふれあいホール（玖珠自治会館） 

       ☎72-1511 

〇天候 小雨・小雪であれば実施します 

〇問い合わせ先 事務局長：和田二郎(72-1559) 

※野鳥観察に先立って、同日午前 9時より協心橋上流

で水辺の水質調査を行います。こちらもふるってご参

加ください。 

◇集合 協心橋下 午前 8時 50分（9時 40分終了予

定、その後野鳥観察へと移動します。） 

塚脇小児童の施設訪問がありました 

12月 2日（月）塚脇小学校 2年生（41名）の皆

さんが玖珠自治会館に見学に来ました。 

施設内の見学やどんな目的で使われているの

か、どんな人が利用しているかなど説明しまし

た。子供たちからは「どんな仕事をしているの」

「どうして自治会館が建ったのですか」などの質

問がありました。 

施設見学を通して児童の皆さんが自分たちの住

んでいる町を詳しく知り、地域の方々とのふれあ

いも出来て楽しそうでした。 

 

 

皆さん元気に質問をしていました 

われら現役大会 

人生 100年時代共に生きる喜び 

・講演…「目指せ 健康寿命日本一 ∼おいしく食べ

て健康に∼」 

・講師…料理家・管理栄養士 

フードビジネスコーディネーター 小山浩子氏 

・日時…令和 2年 2月 1日（土） 

・場所…玖珠町メルサンホール 

・時間…受付/12:30 開会/13:00 

・主催：玖珠町健康福祉事業推進委員会 

 

プログラム 

12:30/受付  

13:00/開会・表彰式 

13:40/健康劇上映 

14:00/健康体操 

14:05/体験発表 

14:25/講演 

16:00/終了 

小山浩子氏 プロフィール 

牛乳の減塩効果、和食との相性に

着目しテレビ、書籍などでその魅

力を発信。2015年 1月、日本高血

圧協会理事に就任。世界的に権威

のある料理本のアカデミー賞、グ

ルマン世界料理本大賞では 2部門

での入賞を果たす。 

 

玖珠自治会館まつり開催！ 

今年も自治会館まつりを開催します。各部門と

も、皆様に楽しんでいただけるよう、実行委員会で

準備を進めていきます。 

詳しい内容は、次号でお知らせします。 

 

あなたの自慢の作品や一芸を、 

自治会館まつりで披露しませんか？ 

  

  お申込み・お問い合わせは、 

  玖珠自治会館まで ☎７２‐１５１１ 

 

主催：玖珠地区コミュニティ自治会館まつり実行委員会 
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1 水 自治会館お休み 

2 木 自治会館お休み 

3 金 自治会館お休み 

4 土 自治会館お休み 

5 日  自治会館お休み 

6 月  

7 火   

8 水 防犯パトロール 塚脇 1班  

9 木 子育てサロン 初めての日 

10 金  

11 土 バードウォッチング＆自然観察会  

子ども料理教室 9:00～ 

山路踊り（練習日） 

12 日   

13 月  

14 火  塚脇どんど焼き 17:00～ 

15 水 パソコン教室 19:30～ 

防犯パトロール  

塚脇 2班 5地区 1班  

16 木 健康体操教室 13:30～ 

子育てサロン きりかぶルーム 

17 金  

18 土  

19 日   

20 月  

21 火   

22 水 防犯パトロール塚脇 3班  

23 木 子育てサロンぴよぴよルーム 

みんなで楽しくフィットネス 

19:00～ 

24 金  

25 土  

26 日   

27 月  

28 火   

29 水 防犯パトロール  

塚脇 4班 5地区 2班 

30 木  

31 金  

1月の予定 

 

くすふれあいホール図書館 

～今月の新刊紹介～ 

図書の貸出しをご希望の方は事務室に声をかけてください。 

※夜間、土日、祝日の貸出しはできません。 

 

「子育てサロン」へ遊びに来ませんか。サロンは部屋

が広くておもちゃがいっぱい！ 

今月の催しは次のとおりです。気軽にのぞいてみてく

ださい。 

 

・時間 10：30～11：30 

・場所 玖珠自治会館子育てサロン 

 

〇初めての日      1月 9日（木）絵本の読み聞かせ 

   

〇きりかぶルーム 1月 16日（木）巡回わらべ  

 

〇ぴよぴよルーム 1月 23日（木）ターちゃんと遊ぼう 

（大隈・山田東西・小田・山浦地区） 

   １班  15日（水） 

   ２班   29日（水） 

    よろしくお願いします！ 

玖珠地区自主防犯パトロール隊より 

 1月の巡回パトロール実施日は 

     （塚脇地区） 

        １班  8日（水） 

        ２班   15日（水）   

        ３班  22日（水） 

        ４班  29日（水）

（水） 


